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平成１７年１月２６日
ＴＢ０４－０９１
	タカラバイオと鹿児島大学は連携大学院を設置し、

先端バイオテクノロジー企業のニーズにマッチした

研究者の養成を行います



タカラバイオ株式会社（社長：加藤郁之進）と鹿児島大学（学長：永田行博）は、学外における高度な研究水準をもつ民間研究所の人材や設備・施設を活用して大学院教育を行う連携大学院の設置に関する予算申請をしておりましたが、この度、連携大学院の設置が政府予算案として決定した旨内示を受けました。政府予算成立後、本年4月より当該連携大学院が設置される予定です。

当社は鹿児島大学大学院 連合農学研究科 生物資源利用科学専攻 資源利用化学連合講座 博士課程ならびに鹿児島大学大学院 農学研究科 生物資源化学専攻 食品機能化学講座 修士課程で、当社の持つ先端バイオ技術と鹿児島大学の研究シーズを生かした教育研究活動を行ないます。

なお、鹿児島大学大学院 連合農学研究科（博士課程）は鹿児島大学大学院、佐賀大学大学院、宮崎大学大学院、琉球大学大学院の４農学研究科（修士課程）と鹿児島大学大学院水産学研究科（修士課程）が連合することによって形成されています。

連携大学院に入学した学生は、当社の研究所で、食品機能を遺伝子レベルで解明するニュートリジェノミクス分野や遺伝子工学研究分野における研究指導を受けることとなります。当社の加藤郁之進（理学博士、社長、バイオ研究所長）及び浅田起代蔵（理学博士、専務取締役　DNA機能解析センター長、ドラゴンジェノミクスセンター長）を客員教授として、佐川裕章（農学博士、バイオ研究所 主幹研究員）を客員助教授として、研究指導を行う予定です。学生の指導にあたり、生命科学企業のニーズにマッチした即戦力をもつ研究者を育成し、鹿児島大学との先進的な共同研究を推進していきたいと考えています。

当資料取り扱い上の注意点
資料中の当社の現在の計画、見通し、戦略、確信などのうち、歴史的事実でないものは、将来の業績に関する見通しであり、これらは現時点において入手可能な情報から得られた当社経営陣の判断に基づくものですが、重大なリスクや不確実性を含んでいる情報から得られた多くの仮定および考えに基づきなされたものであります。実際の業績は、さまざまな要素によりこれら予測とは大きく異なる結果となり得ることをご承知おきください。実際の業績に影響を与える要素には、経済情勢、特に消費動向、為替レートの変動、法律・行政制度の変化、競合会社の価格・製品戦略による圧力、当社の既存製品および新製品の販売力の低下、生産中断、当社の知的所有権に対する侵害、急速な技術革新、重大な訴訟における不利な判決等がありますが、業績に影響を与える要素はこれらに限定されるものではありません。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
この資料は、１月２６日に京都経済記者クラブに配布しています。
	この件に関するお問い合わせ先
タカラバイオ株式会社
バイオインダストリー部
Tel 077-543-7235


＜参考資料＞
【連携大学院の概要】

修士課程

鹿児島大学大学院 農学研究科 生物資源化学専攻　食品機能化学講座

教育研究分野：先端バイオテクノロジー

募集人数：１名

出願期間：平成１７年１月１７日～１月１９日

入学試験：平成１７年1月24日～１月25日

博士課程

鹿児島大学大学院 連合農学研究科 生物資源利用科学専攻　資源利用化学連合講座

教育研究分野：ニュートリジェノミクス、遺伝子工学

募集人数：１名

出願期間：平成１７年１月2７日～１月31日

入学試験：平成１７年2月17日～2月18日

鹿児島大学に関する問合せ先：

【修士課程】

鹿児島大学農学部 学生係

TEL: 099-285-8531

ホームページ：　http://www.agri.kagoshima-u.ac.jp/
【博士課程】

鹿児島大学大学院 連合農学研究科 学務係
TEL: 099-285-8795

ホームページ：　http://homeugs.agri.kagoshima-u.ac.jp/









 
1
2

